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【タイムスケジュール】 　

８時半 朝食
１０時 試合観戦
１２時半 昼食
１３時 練習
１６時 ホテル着
　 トレーニング・洗濯等
１９時 ウェルカムパーティー（ノッティンガムろうあ連盟主催）

本日は男女とも準々決勝で、ベスト４が出そろいました。
シングルスのベスト４選手を紹介します。

★男子

第１シード　
Gabor Mathe（ハンガリー）　１９８５生
　２００９台北デフリンピックでは、フランスのMikaelに敗れ３位だったが、
　２０１３ブルガリアデフリンピックでは決勝でMikaelを倒し、優勝。

第４シード
Vincent Novelli（フランス）　１９８６生
　デフリンピックは２００９台北、２０１３ブルガリアに出場している。
　２０１４ドレセ・マエレ杯（アメリカ）では都丸選手が対戦した。

第３シード
Egor Panyushkin（ロシア）　１９９４生
　今大会、梶下選手の２回戦の相手。２０１３ブルガリアデフリンピックでは日本代表の松下選手と対戦。
　準々決勝でMikaelに敗れたものの、大接戦を繰り広げた。

第２シード
Mikael Laurent（フランス）　１９７９生
　２００１ローマ、２００９台北、２０１３ブルガリアとデフリンピック出場歴を持つ。２００９台北では決勝で
　梶下選手を倒し優勝。
　２０１４ドレセ・マエレ杯（アメリカ）では榛地選手が対戦した。

第1シード Gabor Mathe選手 第3シード Egor Panyushkin選手(左側) 第2シード Mikael Laurent選手



★女子

第１シード
Heike Albrecht（ドイツ）　１９９１生
　２００７ドレセ・マエレ杯（ドイツ）に１６歳で初参戦。２０１３ブルガリアデフリンピックで優勝。
　強烈な片手バックが武器。

Emily Hangstefer（アメリカ）　１９８９生
　ブルガリアデフリンピックから参戦し、スペインのBeatriz Villamandos-Lorenzoと大接戦。
　２０１４ドレセ・マエレ杯（アメリカ）ではアメリカチームの準優勝に貢献。

第４シード
Beatriz Villamandos-Lorenzo（スペイン）　１９８４生
　２００７ドレセ・マエレ杯（ドイツ）から参戦。２００９台北デフリンピックでは準決勝で日本代表の
　阿部選手を倒し、準優勝。
　２０１４ドレセ・マエレ杯（アメリカ）では豊田選手が対戦した。

第２シード
Chiu-Mei Ho（台湾）　１９６２生
　２００７ドレセ・マエレ杯（ドイツ）から参戦し、台湾チームを優勝に導いた。
　２００９台北デフリンピック３位、２０１２アジア大会優勝、２０１３ブルガリアデフリンピック準優勝。
　高い打点から強烈なフラットを放つ。

第2シード Chiu-Mei Ho 選手

【練習】

今後は、試合が終わっている他国の選手に練習相手をお願いし、練習する予定です。
今日はオーストリアの Stefan Urban 選手と。

観戦や練習についての選手のコメントは次回に掲載させていただきます。

     Stefan Urban 選手と記念撮影


